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定理 1:引力 (U<0)系で帯磁率 xqは次の不等式を満たす.
xq≦ (4IUI)~1
定理2:バイパータイト格子上の halトfilled,斥力 (U>0)では電荷感受率β(∂n｡,∂n_｡)
及び on-Sitepairi汀gに対する感受率β(Pn｡,Pn-｡) はつぎの不等式を満たす｡
β(∂nq,∂n-q)≦U~1 I β(∂pq,∂p-q)≦U-1
ただしPqはp-Ca†Ca+の7-リェ変換.
(A･B)-/.1dx<ePxHA e-PxHB>
また,Falk-Bruch 不等式を用いると各々の場合に対応する長距離秩序は存在しない事が結論で
きる｡
これらの結論は昔から予測されていたことであり,定理2の場合にはT-0で感受率が0になる
事が予測されているのだがそれは年けなかった.
定理2の孟正明は系のスピン空間に対する ReflectionPositivity を用いて行われる｡定理2は
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